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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置が移動局装置に複数のコンポーネントキャリアを割り当てて、前記コンポー
ネントキャリアを介して前記基地局装置と前記移動局装置が通信を行なう無線通信システ
ムであって、
　前記基地局装置は、
　コンポーネントキャリアごとにコンポーネントキャリア設定情報を設定し、
　ランダムアクセスに関する情報を含む第１のコンポーネントキャリア設定情報、および
ランダムアクセスに関する情報を含まない第２のコンポーネントキャリア設定情報を前記
移動局装置に通知し、
　前記移動局装置は、
　前記第１および第２のコンポーネントキャリア設定情報を受信し、
　前記基地局装置から割り当てられた複数のコンポーネントキャリアの中で、前記第１の
コンポーネントキャリア設定情報に対応するコンポーネントキャリアでのみランダムアク
セスプリアンブルを送信することを特徴する無線通信システム。
【請求項２】
　基地局装置から複数のコンポーネントキャリアを割り当てられて、前記コンポーネント
キャリアを介して前記基地局装置と通信を行なう移動局装置であって、
　前記基地局装置からランダムアクセスに関する情報を含む第１のコンポーネントキャリ
ア設定情報、およびランダムアクセスに関する情報を含まない第２のコンポーネントキャ
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リア設定情報を受信し、
　前記基地局装置から割り当てられた複数のコンポーネントキャリアの中で、前記第１の
コンポーネントキャリア設定情報に対応するコンポーネントキャリアでのみランダムアク
セスプリアンブルを送信すること特徴とする移動局装置。
【請求項３】
　移動局装置に複数のコンポーネントキャリアを割り当てて、前記コンポーネントキャリ
アを介して前記移動局装置と通信する基地局装置であって、
　コンポーネントキャリアごとにコンポーネントキャリア設定情報を設定し、
　ランダムアクセスに関する情報を含む第１のコンポーネントキャリア設定情報、および
ランダムアクセスに関する情報を含まない第２のコンポーネントキャリア設定情報を前記
移動局装置に通知することを特徴とする基地局装置。
【請求項４】
　基地局装置が移動局装置に複数のコンポーネントキャリアを割り当てて、前記コンポー
ネントキャリアを介して前記基地局装置と前記移動局装置が通信を行なう無線通信システ
ムに適用されるランダムアクセス方法であって、
　前記基地局装置は、
　コンポーネントキャリアごとにコンポーネントキャリア設定情報を設定するステップと
、
　ランダムアクセスに関する情報を含む第１のコンポーネントキャリア設定情報、および
ランダムアクセスに関する情報を含まない第２のコンポーネントキャリア設定情報を前記
移動局装置に通知するステップとを有し、
　前記移動局装置は、
　前記第１および第２のコンポーネントキャリア設定情報を受信するステップと、
　前記基地局装置から割り当てられた複数のコンポーネントキャリアの中で、前記第１の
コンポーネントキャリア設定情報に対応するコンポーネントキャリアでのみランダムアク
セスプリアンブルを送信するステップとを有することを特徴とするランダムアクセス方法
。
【請求項５】
　基地局装置から複数のコンポーネントキャリアを割り当てられて、前記コンポーネント
キャリアを介して前記基地局装置と通信を行なう移動局装置に適用されるランダムアクセ
ス方法であって、
　前記基地局装置からランダムアクセスに関する情報を含む第１のコンポーネントキャリ
ア設定情報、およびランダムアクセスに関する情報を含まない第２のコンポーネントキャ
リア設定情報を受信するステップと、
　前記基地局装置から割り当てられた複数のコンポーネントキャリアの中で、前記第１の
コンポーネントキャリア設定情報に対応するコンポーネントキャリアでのみランダムアク
セスプリアンブルを送信するステップとを有すること特徴とするランダムアクセス方法。
【請求項６】
　移動局装置に複数のコンポーネントキャリアを割り当てて、前記コンポーネントキャリ
アを介して前記移動局装置と通信する基地局装置に適用されるランダムアクセス方法であ
って、
　コンポーネントキャリアごとにコンポーネントキャリア設定情報を設定するステップと
、
　ランダムアクセスに関する情報を含む第１のコンポーネントキャリア設定情報、および
ランダムアクセスに関する情報を含まない第２のコンポーネントキャリア設定情報を前記
移動局装置に通知するステップとを有することを特徴とするランダムアクセス方法。
【請求項７】
　移動局装置に実装されることにより、前記移動局装置に複数の機能を発揮させる集積回
路であって、
　基地局装置から複数のコンポーネントキャリアを割り当てられて、前記コンポーネント
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キャリアを介して前記基地局装置と通信を行なう機能と、
　前記基地局装置からランダムアクセスに関する情報を含む第１のコンポーネントキャリ
ア設定情報、およびランダムアクセスに関する情報を含まない第２のコンポーネントキャ
リア設定情報を受信する機能と、
　前記基地局装置から割り当てられた複数のコンポーネントキャリアの中で、前記第１の
コンポーネントキャリア設定情報に対応するコンポーネントキャリアでのみランダムアク
セスプリアンブルを送信する機能と、の一連の機能を、前記移動局装置に発揮させること
を特徴とする集積回路。
【請求項８】
　基地局装置に実装されることにより、前記基地局装置に複数の機能を発揮させる集積回
路であって、
　移動局装置に複数のコンポーネントキャリアを割り当てて、前記コンポーネントキャリ
アを介して前記移動局装置と通信を行なう機能と、
　コンポーネントキャリアごとにコンポーネントキャリア設定情報を設定する機能と、
　ランダムアクセスに関する情報を含む第１のコンポーネントキャリア設定情報、および
ランダムアクセスに関する情報を含まない第２のコンポーネントキャリア設定情報を前記
移動局装置に通知する機能と、の一連の機能を、前記基地局装置に発揮させることを特徴
とする集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基地局装置、移動局装置および無線通信システムに関連し、より詳細には、
ランダムアクセス時の動作における移動局装置、基地局装置、無線通信システム、ランダ
ムアクセス方法及び集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project）では、Ｗ－ＣＤＭＡ方式が第三世代
セルラー移動通信方式として標準化され、順次サービスが開始されている。また、通信速
度を更に上げたＨＳＤＰＡも標準化され、サービスが開始されている。
【０００３】
　一方、３ＧＰＰでは、第三世代無線アクセスの進化（Evolved Universal Terrestrial 
Radio Access；以下、「EUTRA」と呼称する。）の標準化が進められている。ＥＵＴＲＡ
の下りリンクの通信方式として、マルチパス干渉に強く、高速伝送に適したＯＦＤＭ（Or
thogonal Frequency Division Multiplexing）方式を採用している。また、上りリンクの
通信方式として、移動局装置のコストと消費電力を考慮し、送信信号のピーク対平均電力
比ＰＡＰＲ（Peak to Average Power Ratio）を低減できるシングルキャリア周波数分割
多重方式ＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier-Frequency Division Multiple Access）のＤ
ＦＴ（Discrete Fourier Transform（離散フーリエ変換））－ｓｐｒｅａｄ　ＯＦＤＭ方
式を採用している。
【０００４】
　また、３ＧＰＰでは、ＥＵＴＲＡの更なる進化のＡｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲＡの議論
も始まっている。Ａｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲＡでは、上りリンクおよび下りリンクでそ
れぞれ最大１００ＭＨｚ帯域幅までの帯域を使用して、最大で下りリンク１Ｇｂｐｓ以上
、上りリンク５００Ｍｂｐｓ以上の伝送レートの通信を行なうことを想定している。
【０００５】
　Ａｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲＡでは、ＥＵＴＲＡの移動局装置も収容できるようにＥＵ
ＴＲＡの２０ＭＨｚの帯域を複数個束ねることで、１００ＭＨｚ帯域を実現することを考
えている。尚、Ａｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲＡでは、ＥＵＴＲＡの１つの２０ＭＨｚ以下
の帯域をコンポーネントキャリア（Component Carrier : CC）と呼んでいる（非特許文献
３）。
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【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】3GPP TS(Technical Specification)36.300、V8.70(2009-03)、Evolved 
Universal Terrestrial Radio Access(E-UTRA) and Evolved Universal Terrestrial Rad
io Access Network(E-UTRAN)、Overall description Stage2
【非特許文献２】3GPP TS(Technical Specification)36.321、V8.50(2009-03)、Evolved 
Universal Terrestrial Radio Access(E-UTRA) Medium Access Control(MAC) protocol s
pecification
【非特許文献３】3GPP TR(Technical Specification)36.814、V1.00(2009-03)、Evolved 
Universal Terrestrial Radio Access(E-UTRA) Radio Resource Control(RRC) Protocol 
specification
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　移動局装置が複数のコンポーネントキャリアを使用して基地局装置と通信を行なう場合
、通信条件や基地局装置への接続状況によって、各上りリンクのコンポーネントキャリア
毎に基地局装置への送信タイミングが異なる場合があり、上りリンクコンポーネントキャ
リア毎に送信タイミングの調整が必要ということになっている。
【０００８】
　しかしながら、コンポーネントキャリア毎に送信タイミングの調整が必要な場合、初期
アクセス時やハンドオーバー時などの上りリンク同期が外れている場合には、コンポーネ
ントキャリア毎にランダムアクセス処理が必要になる。１つの移動局装置が複数のコンポ
ーネントキャリアを割り当てられた場合に、コンポーネントキャリア毎に同時にランダム
アクセス処理を行うと移動局装置の処理が複雑になるばかりでなく、１つの移動局装置が
複数のランダムアクセスを行うので、ランダムアクセス時の衝突確率が増えることになる
。
【０００９】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、Ａｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲ
Ａシステムに対して、効率の良いランダムアクセスを可能とする移動局装置、基地局装置
、無線通信システム、ランダムアクセス方法及び集積回路を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、本発明の無線通信システムは、基地局装置が移動局装置に複数のコンポーネントキャリ
アを割り当てて、通信中に前記移動局装置がランダムアクセスを行なう無線通信システム
であって、前記基地局装置は、前記移動局装置にセキュリティ情報を前記移動局装置に通
知し、前記移動局装置は、スケジューリングリクエストのランダムアクセスが必要になっ
た場合、前記セキュリティ情報から示されたセキュリティ機能が設定されたコンポーネン
トキャリアでランダムアクセスプリアンブルを送信し、前記セキュリティ機能を割り当て
られたコンポーネントキャリア以外のコンポーネントキャリアでは、下りリンク制御チャ
ネルでランダムアクセス指示を受信した場合にのみ、ランダムアクセスプリアンブルを送
信することを特徴とする。
【００１１】
　このように、基地局装置がセキュリティ情報を移動局装置に通知し、移動局装置は、セ
キュリティ情報から示されたセキュリティ機能が設定されたコンポーネントのみで、スケ
ジューリングリクエストのランダムアクセスを行ない、その他のコンポーネントキャリア
では、ランダムアクセス指示によるランダムアクセスを行なうことにより、セキュリティ
機能が設定されてないコンポーネントキャリア以外では、基地局装置からの指示がないと
ランダムアクセスが行なえないので、無駄なランダムアクセスは発生しないで、効率の良
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いランダムアクセスが実行できる。
【００１２】
　（２）また、本発明の無線通信システムは、基地局装置が移動局装置に複数のコンポー
ネントキャリアを割り当てて、通信中に前記移動局装置がランダムアクセスを行なう無線
通信システムであって、前記基地局装置は、コンポーネントキャリアの割り当て情報とラ
ンダムアクセスに関する情報を含んだコンポーネントキャリアの設定情報とランダムアク
セスに関する情報を含まないコンポーネントキャリアの設定情報を前記移動局装置に通知
し、前記移動局装置は、前記割り当て情報と前記設定情報を受信し、前記基地局装置から
割り当てられた複数のコンポーネントキャリアの内、ランダムアクセスに関する設定情報
があるコンポーネントキャリアでのみランダムアクセスプリアンブルを送信することを特
徴とする。
【００１３】
　このように、基地局装置が移動局装置にランダムアクセスに関する情報を含むコンポー
ネントキャリアの設定情報とランダムアクセスに関する情報を含まないコンポーネントキ
ャリアの設定情報を通知し、移動局装置は、基地局装置からランダムアクセスに関する情
報を通知されたコンポーネントキャリアでのみランダムアクセスを行なうので、無駄なラ
ンダムアクセスは発生しないで、効率の良いランダムアクセスが実行できる。
【００１４】
　（３）また、本発明の移動局装置は、基地局装置から複数のコンポーネントキャリアを
割り当てられて、基地局装置との通信中であってもランダムアクセスを行なう移動局装置
であって、前記基地局装置からセキュリティ情報を受信し、スケジューリングリクエスト
のランダムアクセスが必要になった場合、前記セキュリティ情報から示されたセキュリテ
ィ機能が設定されたコンポーネントキャリアでランダムアクセスプリアンブルを送信し、
前記セキュリティ機能を割り当てられたコンポーネントキャリア以外のコンポーネントキ
ャリアでは、下りリンク制御チャネルでランダムアクセス指示を受信した場合にのみ、ラ
ンダムアクセスプリアンブルを送信することを特徴とする。
【００１５】
　このように、基地局装置がセキュリティ情報を移動局装置に通知し、移動局装置は、セ
キュリティ情報から示されたセキュリティ機能が設定されたコンポーネントのみで、スケ
ジューリングリクエストのランダムアクセスを行ない、その他のコンポーネントキャリア
では、ランダムアクセス指示によるランダムアクセスを行なうことにより、セキュリティ
機能が設定されてないコンポーネントキャリア以外では、基地局装置からの指示がないと
ランダムアクセスが行なえないので、無駄なランダムアクセスは発生しないで、効率の良
いランダムアクセスが実行できる。
【００１６】
　（４）また、本発明の移動局装置は、基地局装置から複数のコンポーネントキャリアを
割り当てられて、基地局装置との通信中であってもランダムアクセを行なう移動局装置で
あって、前記基地局装置から上りリンク制御チャネルの割り当て情報を受信し、スケジュ
ーリングリクエストのランダムアクセスが必要になった場合、前記上りリンク制御チャネ
ルが割り当てられたコンポーネントキャリアでランダムアクセスプリアンブルを送信し、
前記上りリンク制御チャネルが割り当てられたコンポーネントキャリア以外のコンポーネ
ントキャリアでは、下りリンク制御チャネルでランダムアクセス指示を受信した場合にの
み、ランダムアクセスプリアンブルを送信することを特徴とする。
【００１７】
　このように、基地局装置が上りリンク制御チャネル割り当てを移動局装置に通知し、移
動局装置は、上りリンク制御チャネルが設定されたコンポーネントのみで、スケジューリ
ングリクエストのランダムアクセスを行ない、その他のコンポーネントキャリアでは、ラ
ンダムアクセス指示によるランダムアクセスを行なうことにより、上りリンク制御チャネ
ルが設定されてないコンポーネントキャリア以外では、基地局装置からの指示がないとラ
ンダムアクセスが行なえないので、無駄なランダムアクセスは発生しないで、効率の良い
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ランダムアクセスが実行できる。
【００１８】
　（５）本発明の移動局装置は、基地局装置から複数のコンポーネントキャリアを割り当
てられて、基地局装置との通信中であってもランダムアクセスを行なう移動局装置であっ
て、前記基地局装置からンポーネントキャリアの割り当て情報とランダムアクセスに関す
る設定情報を含んだコンポーネントキャリアの設定情報とランダムアクセスに関する設定
情報を含まないコンポーネントキャリアの設定情報を受信し、前記基地局装置から割り当
てられた複数のコンポーネントキャリアの内、ランダムアクセスに関する設定情報がある
コンポーネントキャリアでのみランダムアクセスプリアンブルを送信することを特徴とす
る。
【００１９】
　このように、基地局装置が移動局装置にランダムアクセスに関する情報を含むコンポー
ネントキャリアの設定情報とランダムアクセスに関する情報を含まないコンポーネントキ
ャリアの設定情報を通知し、移動局装置は、基地局装置からランダムアクセスに関する情
報を通知されたコンポーネントキャリアでのみランダムアクセスを行なうので、無駄なラ
ンダムアクセスは発生しないで、効率の良いランダムアクセスが実行できる。
【００２０】
　（６）また、本発明の移動局装置は、基地局装置から複数のコンポーネントキャリアを
割り当てられて、基地局装置との通信中であってもランダムアクセスを行なう移動局装置
であって、１つのコンポーネントキャリアでランダムアクセス処理実行中に下りリンク制
御チャネルで他のコンポーネントキャリアに対してのランダムアクセス指示情報を受信し
た場合、前記ランダムアクセス指示情報を無視するか、または、実行中のランダムアクセ
ス処理を中止して、ランダムアクセス指示情報で示されたコンポーネントキャリアでラン
ダムアクセスプリアンブルを送信するかのどちらかの一方の処理を行うことを特徴とする
。
【００２１】
　このように、移動局装置が１つのコンポーネントキャリアでランダムアクセス処理実行
中に下りリンク制御チャネルで他のコンポーネントキャリアに対してのランダムアクセス
指示情報を受信した場合、前記ランダムアクセス指示情報を無視するか、または、実行中
のランダムアクセス処理を中止して、ランダムアクセス指示情報で示されたコンポーネン
トキャリアでランダムアクセスプリアンブルを送信するかのどちらかの一方の処理を行う
ことにより、同時に複数のランダムアクセス処理が行われず、移動局装置の負荷を少なく
することができる。
【００２２】
　（７）本発明の基地局装置は、移動局装置に複数のコンポーネントキャリアを割り当て
て、前記移動局装置と通信中に前記移動局装置からのランダムアクセスプリアンブルを受
信する基地局装置であって、コンポーネントキャリアの割り当て情報とランダムアクセス
に関する情報を含んだコンポーネントキャリアの設定情報とランダムアクセスに関する情
報を含まないコンポーネントキャリアの設定情報を前記移動局装置に通知することを特徴
とする。
【００２３】
　このように、基地局装置が移動局装置にランダムアクセスに関する情報を含むコンポー
ネントキャリアの設定情報とランダムアクセスに関する情報を含まないコンポーネントキ
ャリアの設定情報を通知することで、移動局装置は、基地局装置からランダムアクセスに
関する情報を通知されたコンポーネントキャリアでのみランダムアクセスを行なうので、
無駄なランダムアクセスは発生しないで、効率の良いランダムアクセスが実行できる。
【００２４】
　（８）また、本発明のランダムアクセス方法は、基地局装置が移動局装置に複数のコン
ポーネントキャリアを割り当てて、通信中に前記移動局装置がランダムアクセスを行なう
無線通信システムに適用される無線通信方法であって、前記基地局装置において、前記移
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動局装置にセキュリティ情報を前記移動局装置に通知するステップと、前記移動局装置に
おいて、スケジューリングリクエストのランダムアクセスが必要になった場合、前記セキ
ュリティ情報から示されたセキュリティ機能が設定されたコンポーネントキャリアでラン
ダムアクセスプリアンブルを送信するステップと、前記セキュリティ機能を割り当てられ
たコンポーネントキャリア以外のコンポーネントキャリアでは、下りリンク制御チャネル
でランダムアクセス指示を受信した場合にのみ、ランダムアクセスプリアンブルを送信す
るステップを少なくとも含むことを特徴とする。
【００２５】
　このように、基地局装置がセキュリティ情報を移動局装置に通知し、移動局装置は、セ
キュリティ情報から示されたセキュリティ機能が設定されたコンポーネントのみで、スケ
ジューリングリクエストのランダムアクセスを行ない、その他のコンポーネントキャリア
では、ランダムアクセス指示によるランダムアクセスを行なうことにより、セキュリティ
機能が設定されてないコンポーネントキャリア以外では、基地局装置からの指示がないと
ランダムアクセスが行なえないので、無駄なランダムアクセスは発生しないで、効率の良
いランダムアクセスが実行できる。
【００２６】
　（９）本発明のランダムアクセス方法は、基地局装置が移動局装置に複数のコンポーネ
ントキャリアを割り当てて、通信中に前記移動局装置がランダムアクセスを行なう無線通
信システムに適用される無線通信方法であって、前記基地局装置において、コンポーネン
トキャリアの割り当て情報とランダムアクセスに関する情報を含んだコンポーネントキャ
リアの設定情報とランダムアクセスに関する情報を含まないコンポーネントキャリアの設
定情報を前記移動局装置に通知するステップと、前記移動局装置において、前記割り当て
情報と前記設定情報を受信するステップと、前記基地局装置から割り当てられた複数のコ
ンポーネントキャリアの内、ランダムアクセスに関する設定情報があるコンポーネントキ
ャリアでのみランダムアクセスプリアンブルを送信するステップを少なくとも含むことを
特徴とする。   
【００２７】
　このように、基地局装置が移動局装置にランダムアクセスに関する情報を含むコンポー
ネントキャリアの設定情報とランダムアクセスに関する情報を含まないコンポーネントキ
ャリアの設定情報を通知し、移動局装置は、基地局装置からランダムアクセスに関する情
報を通知されたコンポーネントキャリアでのみランダムアクセスを行なうので、無駄なラ
ンダムアクセスは発生しないで、効率の良いランダムアクセスが実行できる。
【００２８】
　（１０）また、本発明の集積回路は、基地局装置が移動局装置に複数のコンポーネント
キャリアを割り当てて、通信中に前記移動局装置がランダムアクセスを行なう無線通信シ
ステムに適用される集積回路であって、前記基地局装置からセキュリティ情報を取得する
手段と、スケジューリングリクエストのランダムアクセスが必要になった場合、前記セキ
ュリティ情報からセキュリティ機能が設定されたコンポーネントキャリアでランダムアク
セスプリアンブルを送信する手段と、前記セキュリティ機能を割り当てられたコンポーネ
ントキャリア以外のコンポーネントキャリアでは、下りリンク制御チャネルでランダムア
クセス指示を受信した場合にのみ、ランダムアクセスプリアンブルを送信する手段を有す
ることを特徴とする。
【００２９】
　このように、基地局装置がセキュリティ情報を移動局装置に通知し、移動局装置は、セ
キュリティ情報から示されたセキュリティ機能が設定されたコンポーネントのみで、スケ
ジューリングリクエストのランダムアクセスを行ない、その他のコンポーネントキャリア
では、ランダムアクセス指示によるランダムアクセスを行なうことにより、セキュリティ
機能が設定されてないコンポーネントキャリア以外では、基地局装置からの指示がないと
ランダムアクセスが行なえないので、無駄なランダムアクセスは発生しないで、効率の良
いランダムアクセスが実行できる。
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【００３０】
　（１１）また、本発明の集積回路は、基地局装置が移動局装置に複数のコンポーネント
キャリアを割り当てて、通信中に前記移動局装置がランダムアクセスを行なう無線通信シ
ステムに適用される集積回路であって、前記基地局装置からコンポーネントキャリアの割
り当て情報とランダムアクセスに関する設定情報を含んだコンポーネントキャリアの設定
情報とランダムアクセスに関する設定情報を含まないコンポーネントキャリアの設定情報
を受信する手段と、前記基地局装置から割り当てられた複数のコンポーネントキャリアの
内、ランダムアクセスに関する設定情報があるコンポーネントキャリアでのみランダムア
クセスプリアンブルを送信する手段を有することを特徴とする。
【００３１】
　このように、基地局装置が移動局装置にランダムアクセスに関する情報を含むコンポー
ネントキャリアの設定情報とランダムアクセスに関する情報を含まないコンポーネントキ
ャリアの設定情報を通知し、移動局装置は、基地局装置からランダムアクセスに関する情
報を通知されたコンポーネントキャリアでのみランダムアクセスを行なうので、無駄なラ
ンダムアクセスは発生しないで、効率の良いランダムアクセスが実行できる。
【００３２】
　（１２）また、本発明の集積回路は、基地局装置が移動局装置に複数のコンポーネント
キャリアを割り当てて、通信中に前記移動局装置がランダムアクセスを行なう無線通信シ
ステムに適用される集積回路であって、コンポーネントキャリアの割り当て情報とランダ
ムアクセスに関する情報を含んだコンポーネントキャリアの設定情報とランダムアクセス
に関する情報を含まないコンポーネントキャリアの設定情報を前記移動局装置に通知する
手段を有することを特徴とする。
【００３３】
　このように、基地局装置が移動局装置にランダムアクセスに関する情報を含むコンポー
ネントキャリアの設定情報とランダムアクセスに関する情報を含まないコンポーネントキ
ャリアの設定情報を通知し、移動局装置は、基地局装置からランダムアクセスに関する情
報を通知されたコンポーネントキャリアでのみランダムアクセスを行なうので、無駄なラ
ンダムアクセスは発生しないで、効率の良いランダムアクセスが実行できる。
【発明の効果】
【００３４】
　本発明によれば、Ａｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲＡシステムに対して、１つの移動局装置
に複数のコンポーネントキャリアが割り当てられている場合においても、不要なランダム
アクセス処理が発生しなくなる。これにより、効率の良いランダムアクセスを可能するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】ＥＵＴＲＡにおけるチャネル構成を示す図である。
【図２】ＥＵＴＲＡにおける上りリンクの構成を示す図である。
【図３】Contention based Random Accessの手順を示す図である。
【図４】Non-contention based Random Accessの手順を示す図である。
【図５】ＥＵＴＲＡにおけるシーケンスグループの例を示す図である。
【図６】Ａｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲＡにおける下りリンクのコンポーネントキャリアに
ついての説明図である。
【図７】Ａｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲＡにおける上りリンクのコンポーネントキャリアに
ついての説明図である。
【図８】本発明の実施形態１に係る移動局装置の構成を示す図である。
【図９】本発明の実施形態１に係る基地局装置の構成を示す図である。
【図１０】本発明の実施形態２に係る移動局装置の構成を示す図である。
【図１１】本発明の実施形態２に係る基地局装置の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】



(9) JP 4945652 B2 2012.6.6

10

20

30

40

50

【００３６】
　ＥＵＴＲＡの下りリンクでは、下りリンクパイロットチャネルＤＰｉＣＨ（Downlink P
ilot Channel）、下りリンク同期チャネルＤＳＣＨ（Downlink Synchronization Channel
）、下りリンク共用チャネルＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel）、下りリ
ンク制御チャネルＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel）、共通制御チャネ
ルＣＣＰＣＨ（Common Control Physical Channel）により構成されている。
【００３７】
　ＥＵＴＲＡの上りリンクでは、上りリンクパイロットチャネルＵＰｉＣＨ（Uplink Pil
ot Channel）、ランダムアクセスチャネルＲＡＣＨ（Random Access Channel）、上りリ
ンク共用チャネルＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）、上りリンク制御チャ
ネルＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）により構成されている（非特許文
献１）。
【００３８】
　図１は、ＥＵＴＲＡにおけるチャネル構成を示す図であり、図２は、ＥＵＴＲＡにおけ
る上りリンクの構成を示す図である。１ブロックは、１２本のサブキャリアと７つのＯＦ
ＤＭシンボルから構成される。そして、２つのブロックを使用して、１リソースブロック
を構成する。ランダムアクセスチャネルＲＡＣＨは、１サブフレーム内に、１個のランダ
ムアクセスチャネルを用意され、多数の移動局装置、例えば、移動局装置１－１～１－３
からのアクセスに対応することになっている。
【００３９】
　このランダムアクセスチャネルＲＡＣＨの配置構成（周波数位置及び時間位置）は、基
地局装置３から報知情報として、移動局装置１－１～１－３に通知される。ランダムアク
セスチャネルＲＡＣＨは、一定の周期で配置され、ランダムアクセスチャネルＲＡＣＨと
、上りリンク共用チャネルＰＵＳＣＨの領域と上りリンク制御チャネルＰＵＣＣＨの領域
とが図示のように分けられている。尚、１つのランダムアクセスチャネルＲＡＣＨは、６
個分のリソースブロックを使用して構成される。ランダムアクセスチャネルの使用目的は
、上りリンクにおいて、移動局装置１－１～１－３と基地局装置３との間で同期をとるこ
と（移動局装置１－１～１－３から基地局装置３への送信タイミングを調整すること）を
目的としている。
【００４０】
　ランダムアクセス手順には、Contention based Random Access（競合ベースランダムア
クセス）とNon-contention based Random Access（非競合ベースランダムアクセス）の２
つのアクセス手順がある（非特許文献１）。
【００４１】
　図３は、Contention based Random Accessの手順を示す図である。Contention based R
andom Accessは、移動局装置間で衝突する可能性のあるランダムアクセスであり、Conten
tion based Random Accessは、基地局装置と接続（通信）していない状態からの初期アク
セス時や基地局装置と接続中であるが、上りリンク同期が外れている状態で移動局装置に
上りリンクデータ送信が発生した場合などに行われる。
【００４２】
　図４は、Non-contention based Random Accessの手順を示す図である。Non-contention
 based Random Accessは、移動局装置間で衝突が発生しないランダムアクセスであり、基
地局装置と移動局装置が接続中である場合で迅速に移動局装置と基地局装置との間の同期
をとるためにハンドオーバーや移動局装置の送信タイミングが有効でない場合等の特別な
場合に基地局装置から指示されて移動局装置がランダムアクセスを開始する（非特許文献
１）。Non-contention based Random Accessは、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ：Ｌａｙｅｒ３）層のメッセージ及び下りリンク制御チャネルＰＤＣＣ
Ｈの制御データにより指示される。
【００４３】
　移動局装置１－１が、ランダムアクセスチャネルＲＡＣＨにアクセスする場合、ランダ
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ムアクセスプリアンブルのみ送信する。ランダムアクセスプリアンブルは、プリアンブル
部とＣＰ（Cyclic prefix）部から構成される。プリアンブル部には、情報を表す信号パ
ターンであるＣＡＺＡＣ（Constant Amplitude Zero Auto-Correlation Zone Code）シー
ケンスを用い、６４種類のシーケンスを用意して６ビットの情報を表現するようにしてい
る。
【００４４】
　図５で示すようにランダムアクセスプリアンブルに使用されるＣＡＺＡＣシーケンスは
、大きく分けてContention based Random Accessで使用されるシーケンス（ランダムシー
ケンス、または、ランダムプリアンブル）とNon-contention based Random Accessで使用
されるシーケンス（専用シーケンス、または、専用プリアンブル）とに分けられる。尚、
このランダムアクセスプリアンブルの生成に関する情報も基地局装置３から報知情報とし
て移動局装置１－１～１－３に通知される。
【００４５】
　図３を用いて、Contention based Random Access手順を簡単に説明する。まず、移動局
装置のうち、移動局装置１－１がランダムアクセスプリアンブルを基地局装置３に送信す
る（メッセージ１：（１）、ステップＳ１）。そして、ランダムアクセスプリアンブルを
受信した基地局装置３が、ランダムアクセスプリアンブルに対する応答（ランダムアクセ
スレスポンス）を移動局装置１－１に送信する（メッセージ２：（２）、ステップＳ２）
。移動局装置１－１がランダムアクセスレスポンスに含まれているスケジューリング情報
を元に上位レイヤ（Layer2/Layer3）のメッセージを送信する（メッセージ３：（３）、
ステップＳ３）。基地局装置３は、（３）の上位レイヤメッセージを受信できた移動局装
置１－１に衝突確認メッセージを送信する（メッセージ４：（４）、ステップＳ４）。尚
、Contention based Random Accessをランダムプリアンブル送信とも言う。
【００４６】
　図４を用いて、Non-contention based Random Access手順を簡単に説明する。まず、基
地局装置３は、プリアンブル番号（または、シーケンス番号）と使用するランダムアクセ
スチャネル番号を移動局装置１－１に通知する（メッセージ０：（１）’、ステップＳ１
１）。移動局装置１－１は、指定されたプリアンブル番号のランダムアクセスプリアンブ
ルを指定されたランダムアクセスチャネルＲＡＣＨに送信する（メッセージ１：（２）’
、ステップＳ１２）。そして、ランダムアクセスプリアンブルを受信した基地局装置３が
、ランダムアクセスプリアンブルに対する応答（ランダムアクセスレスポンス）を移動局
装置１－１に送信する（メッセージ２：（３）’、ステップＳ１３）。ただし、通知され
たプリアンブル番号の値が０の場合は、Contention based Random Accessを行なう。尚、
Non-contention based Random Accessを専用プリアンブル送信とも言う。
【００４７】
　図３について、具体的にContention based Random Access手順を説明する。まず、移動
局装置１－１が、下りリンクの無線伝搬路状態（パスロス）やメッセージ３のサイズに基
づいて、ランダムシーケンスグループの中から１つのランダムシーケンスを選択し、選択
したランダムシーケンスを元にランダムアクセスプリアンブルを生成して、ランダムアク
セスチャネルＲＡＣＨでランダムアクセスプリアンブルを送信する（メッセージ１：（１
））。
【００４８】
　基地局装置３は、移動局装置１－１からのランダムアクセスプリアンブルを検出すると
、ランダムアクセスプリアンブルから移動局装置１－１と基地局装置３との間の送信タイ
ミングのずれ量を算出し、Ｌ２／Ｌ３メッセージを送信するためスケジューリング（上り
リンクの無線リソース位置、送信フォーマット（メッセージサイズ）などの指定）を行な
い、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩ（Cell-Radio Network Temporary Identity：移
動局装置識別情報）を割り当て、下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨにランダムアクセス
チャネルＲＡＣＨのランダムアクセスプリアンブルを送信した移動局装置１－１宛の応答
（ランダムアクセスレスポンス）を示すＲＡ－ＲＮＴＩを配置し、下りリンク共用チャネ
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ルＰＤＳＣＨに送信タイミング情報、スケジューリング情報、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－
ＲＮＴＩおよび受信したプリアンブルのプリアンブル番号（シーケンス番号）を含んだラ
ンダムアクセスレスポンスメッセージを送信する（メッセージ２：（２））。
【００４９】
　移動局装置１－１は、下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨにＲＡ－ＲＮＴＩがあること
を検出すると、下りリンク共用チャネルＰＤＳＣＨに配置されたランダムアクセスレスポ
ンスメッセージの中身を確認し、送信したランダムアクセスプリアンブルに対応するプリ
アンブル番号が含まれている場合、メッセージ情報を抽出し、送信タイミングを調整し、
スケジューリングされた無線リソースと送信フォーマットでＣ－ＲＮＴＩ（またはTempor
ary C-RNTI）または、ＩＭＳＩ（International Mobile Subscriber Identity）等の移動
局装置１－１を識別する情報を含むＬ２／Ｌ３メッセージを送信する（メッセージ３：（
３））。送信タイミングが調整された場合に、調整された送信タイミングが有効であるタ
イマーがスタートされ、このタイマーが満了すると送信タイミングは無効となる。送信タ
イミングは有効の間は、移動局装置からのデータ送信は可能であり、送信タイミングが無
効の場合、上りリンクの送信はランダムアクセスプリアンブルの送信しかできないことに
なっている。
【００５０】
　尚、移動局装置１－１は、基地局装置３からのランダムアクセスレスポンスメッセージ
を一定期間待ち続け、送信したランダムアクセスプリアンブルのプリアンブル番号を含ん
だランダムアクセスレスポンスメッセージを受信しない場合は、再度、ランダムアクセス
プリアンブルを送信する。
【００５１】
　基地局装置３は、移動局装置１－１からのＬ２／Ｌ３メッセージを受信すると、受信し
たＬ２／Ｌ３メッセージに含まれるＣ－ＲＮＴＩ（またはTemporary C-RNTI）またはＩＭ
ＳＩを使用して移動局装置１－１～１－３間で衝突が起こっているかどうか判断するため
の衝突確認（コンテンションレゾリューション）メッセージを移動局装置１－１に送信す
る（メッセージ４：（４））。
【００５２】
　尚、移動局装置１－１は、一定期間内に送信したランダムアクセスプリアンブルに対応
するプリアンブル番号を含むランダムアクセスレスポンスメッセージを検出しなかった場
合、メッセージ３の送信に失敗した場合、または、一定期間内に衝突確認メッセージに自
移動局装置１－１の識別情報を検出しなかった場合、ランダムアクセスプリアンブルの送
信（メッセージ１：（１））からやり直す（非特許文献２）。尚、ランダムアクセス手順
終了後は、更に基地局装置３と移動局装置１－１との間で接続の為の制御データのやり取
りがされる。
【００５３】
　また、３ＧＰＰでは、ＥＵＴＲＡの更なる進化のＡｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲＡの議論
も始まっている。Ａｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲＡでは、上りリンクおよび下りリンクでそ
れぞれ最大１００ＭＨｚ帯域幅までの帯域を使用して、最大で下りリンク１Ｇｂｐｓ以上
、上りリンク５００Ｍｂｐｓ以上の伝送レートの通信を行なうことを想定している。
【００５４】
　図６は、Ａｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲＡにおける下りリンクのコンポーネントキャリア
についての説明図である。図７は、Ａｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲＡにおける上りリンクの
コンポーネントキャリアについての説明図である。
【００５５】
　Ａｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲＡでは、ＥＵＴＲＡの移動局装置も収容できるようにＥＵ
ＴＲＡの２０ＭＨｚの帯域を複数個束ねることで、１００ＭＨｚ帯域を実現することを考
えている。尚、Ａｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲＡでは、ＥＵＴＲＡの１つの２０ＭＨｚ以下
の帯域をコンポーネントキャリア（Component Carrier : CC）と呼んでいる（非特許文献
３）。
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【００５６】
　基地局装置は、複数あるコンポーネントキャリアの中から移動局装置の通信能力や通信
条件にあった１つ以上のコンポーネントキャリアを割り当て、移動局装置は割り当てられ
たコンポーネントキャリアでデータの送受信を行なう。
【００５７】
　移動局装置が複数のコンポーネントキャリアを使用して基地局装置と通信を行なう場合
、通信条件や基地局装置への接続状況によって、各上りリンクのコンポーネントキャリア
毎に基地局装置への送信タイミングが異なる場合があり、上りリンクコンポーネントキャ
リア毎に送信タイミングの調整が必要ということになっている。
【００５８】
（実施例１）
　[構成説明]
　図８は、本発明の実施形態に係る移動局装置の構成を示す図である。移動局装置１－１
～１－３は、無線部１０１、送信処理部１０３－１～１０３－３、受信処理部１０５－１
～１０５－３、送信データ制御部１０７、スケジューリング部１０９、制御データ抽出部
１１１、ランダムアクセスプリアンブル生成部１１３、送信タイミング調整部１１５－１
～１１５－３から構成される。スケジューリング部１０９は、制御データ作成部１１７、
制御データ解析部１１９、ＵＬスケジューリング部１２１、ランダムアクセス管理部１２
３から構成される。尚、本実施例では、コンポーネントキャリアが３つある場合の例を示
している為、送信処理部、受信処理部、送信タイミング調整部を３個ずつ持つ構成にして
いる。
【００５９】
　ユーザーデータや制御データは送信データ制御部１０７に入力され、送信データ制御部
１０７は、スケジューリング部１０９の指示により、各データを各コンポーネントキャリ
アの各チャネルに割り当てて、データに暗号化を行い、送信処理部１０３－１～１０３－
３に送る。送信処理部１０３－１～１０３－３では、送信データ制御部１０７からの信号
は、符号化され、変調を施される。変調された信号は、ＤＦＴ－ＩＦＦＴ（Inverse Fast
 Fourier Transform（逆高速フーリエ変換））処理がされ、ＣＰを挿入される。送信タイ
ミング調整部１１５－１～１１５－３では、スケジューリング部１０９から渡される送信
タイミング情報からデータの送信タイミングを調整し、送信タイミングを調整された後、
無線部１０１により無線周波数にアップコンバートされ、送信アンテナから送信される。
尚、ランダムアクセスプリアンブルは、送信タイミングが設定されている状態であっても
送信タイミングを調整せずに送信される。
【００６０】
　無線部１０１は、アンテナより受信した無線信号をダウンコンバートし、受信処理信部
に渡す。受信処理部１０５－１～１０５－３は、無線部１０１から渡された信号をＦＦＴ
（Fast Fourier Transform（高速フーリエ変換））処理、復号化、復調処理等を行ない、
復調したデータを制御データ抽出部１１１に渡す。また、下りリンクの無線伝搬路特性を
測定して、スケジューリング部１０９に測定結果をスケジューリング部１０９に渡す。制
御データ抽出部１１１は、入力されたデータの暗号を解き、各コンポーネントキャリアの
下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨに配置されているＣ－ＲＮＴＩ（移動局装置識別情報
）や下りリンクのスケジューリング情報を見て、自移動局装置宛のデータかどうか判別し
、自移動局装置宛のデータの場合、受信処理部１０５－１～１０５－３で復調された下り
リンク共用チャネルＰＤＳＣＨのデータを制御データとユーザーデータに分ける。そして
、制御データをスケジューリング部１０９に渡し、ユーザーデータを上位層に渡す。また
、下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨに含まれる上りリンクのスケジューリング情報をス
ケジューリング部に渡す。その他、ランダムアクセスプリアンブルを送信した後にＲＡ－
ＲＮＴＩ（Random Access-Radio Network Temporary Identity）を検出した場合に、ラン
ダムアクセスレスポンスメッセージをスケジューリング部１０９に渡す。その他に、受信
したデータに対する応答を返すようにスケジューリング部１０９に指示する。
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【００６１】
　スケジューリング部１０９は、ＵＬスケジューリング部１２１、制御データ解析部１１
９、制御データ作成部１１７、ランダムアクセス管理部１２３から構成され、制御データ
作成部１１７は、制御データを作成し、制御データ抽出部１１１が受信した下りリンクの
データの応答を作成する。制御データ解析部１１９は、制御データ抽出部１１１からの制
御データを解析し、上りリンクデータのスケジューリング情報はＵＬスケジューリング部
１２１に渡し、基地局装置３から報知されたランダムアクセスに関する情報（ランダムア
クセスチャネルＲＡＣＨの配置情報、ランダムアクセスプリアンブル生成情報など）や初
期アクセス時に通知されるランダムアクセスに関する情報や基地局装置３から通知される
ランダムアクセス指示情報やランダムアクセスレスポンスのメッセージ内容をランダムア
クセス管理部１２３およびランダムアクセスプリアンブル生成部１１３に渡す。また、基
地局装置３からのセキュリティに関する情報を送信データ制御部１０７と制御データ抽出
部とランダムアクセス管理部１２３と上位層に渡す。尚、セキュリティに関する情報は、
データの暗号化に用いられ（例えば、暗号の鍵情報など）、１つのコンポーネントキャリ
アを基準に設定される。データの暗号化にはコンポーネントキャリアの物理情報も使用す
るため、セキュリティに関する情報は、１つのコンポーネントキャリアを基準に設定され
るようになっている。尚、データの暗号化は、基地局装置３から割り当てられたコンポー
ネントキャリア全てで適用される。
【００６２】
　ＵＬスケジューリング部１２１は、上りリンクデータのスケジューリング情報をもとに
送信データ制御部１０７を制御する。また、上位層からのスケジューリング情報をもとに
ランダムアクセス管理部にランダムアクセスを指示する。
【００６３】
　ランダムアクセス管理部１２３は、コンポーネントキャリア毎のランダムアクセスに関
する情報とセキュリティに関する情報を管理する。ランダムアクセス管理部１２３は、基
地局装置３にランダムアクセスを行なう場合、ランダムアクセスプリアンブルを送信する
コンポーネントキャリアをセキュリティ関する情報から決定する。そして、ランダムアク
セスに使用するコンポーネントキャリアのランダムアクセスに関する情報を使用して受信
処理部１０５から渡された下りリンクの無線伝搬路特性情報とメッセージ３の送信データ
サイズをもとに使用するシーケンスをランダムに選択し、ランダムアクセスプリアンブル
生成部１１３に選択したコンポーネントキャリア番号とシーケンス番号（プリアンブル番
号）を通知する。尚、ランダムアクセスの詳細は後述する。
【００６４】
　そして、制御データ解析部１１９から渡されたランダムアクセスレスポンスの内容を確
認し、送信したランダムアクセスプリアンブルのプリアンブル番号を検出した場合、送信
タイミング情報をランダムアクセスしたコンポーネントキャリアに対応した送信タイミン
グ調整部１１５－１～１１５－３のいずれかに渡し、割り当てられた無線リソース情報を
ＵＬスケジューリング部１２１に渡す。そして、コンテンションレゾリューションメッセ
ージを確認するとランダムアクセスを終了する。また、制御データ解析部１１９から渡さ
れたランダムアクセス指示情報から使用するコンポーネントキャリア番号とシーケンス番
号（プリアンブル番号）とランダムアクセスチャネル番号を抽出し、ランダムアクセスプ
リアンブル生成部１１３にコンポーネントキャリア番号とシーケンス番号（プリアンブル
番号）を渡す。
【００６５】
　尚、移動局装置１－１～１－３が選択するシーケンスをランダムシーケンス（ランダム
プリアンブル）と示し、基地局装置３から指定されるシーケンスを専用シーケンス（専用
プリアンブル）と示す。基地局装置３から使用するコンポーネントキャリアを指定されな
い場合、移動局装置１－１は、ランダムアクセス指示情報を受信した下りリンクコンポー
ネントキャリアに対応した上りリンクコンポーネントキャリアでランダムアクセスを行う
。また、使用するシーケンスを指定されない場合、移動局装置１－１は、ランダムシーケ
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ンスからシーケンスを選択する。
【００６６】
　ランダムアクセスプリアンブル生成部１１３は、スケジューリング部１０９からコンポ
ーネントキャリア番号とシーケンス番号が通知された場合、指定されたコンポーネントキ
ャリアのランダムアクセスに関する情報とシーケンス番号からプリアンブル部およびＣＰ
部を作成して、ランダムアクセスプリアンブルを生成し、指定されたコンポーネントキャ
リアのランダムアクセスに関する情報から使用するランダムアクセスチャネル位置を選択
し、選択したランダムアクセスチャネル位置に生成したランダムアクセスプリアンブルを
割り当てる。スケジューリング部１０９からコンポーネントキャリア番号とシーケンス番
号とランダムアクセスチャネル番号が通知された場合、指定されたコンポーネントキャリ
アのランダムアクセスに関する情報とシーケンス番号からプリアンブル部およびＣＰ部を
作成して、ランダムアクセスプリアンブルを生成し、指定されたコンポーネントキャリア
のランダムアクセスに関する情報とランダムアクセス番号から使用するランダムアクセス
チャネル位置を選択する。そして、指示されたコンポーネントキャリア内で選択したラン
ダムアクセスチャネル位置に生成したランダムアクセスプリアンブルを割り当てる。
【００６７】
　図９は、本発明の実施形態に係る基地局装置３の構成図を示す。基地局装置３は、デー
タ制御部２０１、送信処理部２０３－１～２０３－３、スケジューリング部２０５（基地
局側スケジューリング部）、受信処理部２０７－１～２０７－３、制御データ抽出部２０
９、プリアンブル検出部２１１－１～２１１－３、無線部２１３から構成される。スケジ
ューリング部２０５は、ＤＬスケジューリング部２１５、ＵＬスケジューリング部２１７
、制御データ作成部２１９、ランダムアクセス管理部２２１から構成される。また、本実
施例では、コンポーネントキャリアが３つある場合の例を示している為、送信処理部、受
信処理部、プリアンブル検出部を３個ずつ持つ構成にしている。
【００６８】
　データ制御部２０１は、ユーザーデータと制御データをスケジューリング部２０５から
の指示により制御データを各コンポーネントキャリアの下りリンク制御チャネルＰＤＣＣ
Ｈ、下りリンク同期チャネルＤＳＣＨ、下りリンクパイロットチャネルＤＰｉＣＨ、共通
制御チャネルＣＣＰＣＨ、下りリンク共用チャネルＰＤＳＣＨにマッピングし、各移動局
装置１－１～１－３に対する送信データを下りリンク共用チャネルＰＤＳＣＨにマッピン
グする。また、データ制御部２０１は、各移動局装置１－１～１－３に対する送信データ
に暗号化を行なう。
【００６９】
　送信処理部２０３－１～２０３－３は、データ変調、入力信号の直列／並列変換し、Ｉ
ＦＦＴ変換、ＣＰ挿入、フィルタリングなどＯＦＤＭ信号処理を行ない、ＯＦＤＭ信号を
生成する。無線部２１３は、ＯＦＤＭ変調されたデータを無線周波数にアップコンバート
して、移動局装置１－１に送信する。また、無線部２１３は、移動局装置１－１からの上
りリンクのデータを受信し、ベースバンド信号にダウンコンバートして、受信データを受
信処理部２０７－１～２０７－３、プリアンブル検出部２１１－１～２１１－３に渡す。
受信処理部２０７－１～２０７－３は、スケジューリング部２０５からの上りリンクのス
ケジューリング情報から移動局装置１－１で行なった送信処理を考慮して復調処理を行な
い、データの復調をする。また、受信処理部２０７－１～２０７－３は、上りリンクパイ
ロットチャネルＵＰｉＣＨから無線伝搬路特性を測定し、結果をスケジューリング部２０
５に渡す。尚、上りリンクの通信方式は、ＤＦＴ－ｓｐｒｅａｄ　ＯＦＤＭ等のようなシ
ングルキャリア方式を想定しているが、ＯＦＤＭ方式のようなマルチキャリア方式でもか
まわない。
【００７０】
　制御データ抽出部２０９では、受信したデータの暗号を解き、受信データの正誤を確認
し、確認結果をスケジューリング部２０５に通知する。受信データが正しい場合、受信デ
ータをユーザーデータと制御データに分離する。
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【００７１】
　スケジューリング部２０５は、下りリンクのスケジューリングを行なうＤＬスケジュー
リング部２１５と上りリンクのスケジューリングを行なうＵＬスケジューリング部２１７
、制御データ作成部２１９、ランダムアクセス管理部２２１から構成され、ＤＬスケジュ
ーリング部２１５は移動局装置１－１から通知される下りリンクの無線伝搬路情報や上位
層からの通知される各ユーザーのデータ情報や制御データ作成部２１９で作成される制御
データから下りリンクの各チャネルにユーザーデータおよび制御データをマッピングする
為のスケジューリングを行なう。ＵＬスケジューリング部２１７は、受信処理部２０７か
らの上りリンクの無線伝搬路推定結果と移動局装置１－１からの無線リソース割り当て要
求から上りリンクの各チャネルにユーザーデータをマッピングする為のスケジューリング
を行ない、スケジューリング結果を制御データ作成部２１９と受信処理部２０７に渡す。
また、プリアンブル検出部２１１からランダムアクセスプリアンブルを検出したことが通
知された場合、上りリンク共用チャネルＰＵＳＣＨを割り当てて、割り当てた上りリンク
共用チャネルＰＵＳＣＨとプリアンブル番号（シーケンス番号）を制御データ作成部２１
９に通知する。
【００７２】
　ランダムアクセス管理部２２１は、移動局装置１－１にランダムアクセスを実行させる
場合に、専用シーケンス（専用プリアンブル）があるかどうか確認し、専用シーケンスが
ある場合、専用シーケンスを１つ選択し、選択した専用シーケンスが利用できるランダム
アクセスチャネルＲＡＣＨの位置を選択し、選択した専用シーケンス番号とランダムアク
セスチャネル番号と選択した専用シーケンスとランダムアクセスチャネルに対応した下り
リンクコンポーネントキャリアの情報（コンポーネントキャリア番号）と移動局装置のＣ
－ＲＮＴＩ（移動局装置識別情報）を制御データ作成部に渡す。専用シーケンス（専用プ
リアンブル）がない場合、専用シーケンス番号とランダムアクセスチャネル番号とコンポ
ーネントキャリア番号を固定の値（例えば、全て０の値）にして制御データ作成部に渡す
。尚、ここで指定するランダムアクセスチャネル番号は、移動局装置選択可能なランダム
アクセスチャネルの位置を示す情報で、例えば、一定周期（例えば１フレーム毎）に割り
当てたランダムアクセスチャネルＲＡＣＨ位置の情報である。
【００７３】
　制御データ作成部２１９は、下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨに配置される制御デー
タや下りリンクＰＤＳＣＨに配置される制御データを作成する。スケジューリング情報を
含んだ制御メッセージ、上りリンクデータのＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ランダムアクセスチャネ
ル位置に関する情報やシーケンス情報とシーケンスグループに関する情報などのランダム
アクセスに関する情報を含む報知情報メッセージ、利用するコンポーネントキャリアの設
定情報（ランダムアクセスに関する情報を含む）を含んだ初期設定メッセージ、セキュリ
ティに関する情報を含んだセキュリティメッセージ、プリアンブル番号や送信タイミング
情報やスケジューリング情報を含んだランダムアクセスレスポンスメッセージ、コンテン
ションレゾリューションメッセージ、専用シーケンス番号とランダムアクセスチャネル番
号とコンポーネントキャリア番号を含んだランダムアクセス指示メッセージなどの制御デ
ータを作成する。また、制御データ作成部２１９は、上位層から渡されたセキュリティに
関する情報からセキュリティメッセージを作成し、セキュリティに関する情報をデータ制
御２０１と制御データ抽出部２０９に渡す。
【００７４】
　プリアンブル検出部２１１－１～２１１－３は、ランダムアクセスチャネルＲＡＣＨで
ランダムアクセスプリアンブルを検出した場合、検出したランダムアクセスプリアンブル
から送信タイミングずれ量を算出し、ランダムアクセスプリアンブルを検出したコンポー
ネントキャリアと検出したプリアンブル番号（シーケンス番号）と送信タイミングずれ量
をスケジューリング部２０５に報告する。
【００７５】
　[動作説明]
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　図３、図４で説明したランダムアクセス手順を使用するような無線通信システムを想定
する。また、図６、図７で説明した基地局装置と移動局装置が複数のコンポーネントキャ
リアを使用して通信を行なうような無線通信システムを想定している。
【００７６】
　Ａｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲＡでは、基地局装置は、複数あるコンポーネントキャリア
の中から移動局装置の通信能力や通信条件にあった１つ以上のコンポーネントキャリアを
割り当て、移動局装置は割り当てられたコンポーネントキャリアでデータの送受信を行な
う。移動局装置が複数のコンポーネントキャリアを使用して基地局装置と通信を行なう場
合、通信条件や基地局装置への接続状況によって、各上りリンクコンポーネントキャリア
毎に基地局装置への送信タイミングが異なる場合があり、上りリンクコンポーネントキャ
リア毎に送信タイミングの調整が必要ということになっている。
【００７７】
　しかしながら、コンポーネントキャリア毎に送信タイミングの調整が必要な場合、初期
アクセス時やハンドオーバー時などの上りリンク同期が外れている場合には、コンポーネ
ントキャリア毎にランダムアクセス処理が必要になる。１つの移動局装置が複数のコンポ
ーネントキャリアを割り当てられた場合に、コンポーネントキャリア毎に同時にランダム
アクセス処理を行うと移動局装置の処理が複雑になるばかりでなく、１つの移動局装置が
複数のランダムアクセスを行うので、移動局装置が自由にランダムアクセスを行うと衝突
確率が増えることになる。よって、コンポーネントキャリアによってランダムアクセスの
実行を制限することにより、不必要なランダムアクセスを避ける。
【００７８】
　例えば、複数のコンポーネントキャリアを利用して、基地局装置と接続している移動局
装置は、上りリンクで送信するデータが発生し、スケジューリングリクエスト目的のラン
ダムアクセスを行う場合（上りリンク送信データが発生したことで、自移動局装置でラン
ダムアクセスプリアンブルの送信を決定する場合）は、セキュリティ機能が設定されたコ
ンポーネントキャリアのみでランダムアクセス処理を行い、それ以外のコンポーネントキ
ャリアでは、基地局装置からのランダムアクセス指示（下りリンク制御チャネルでのラン
ダムアクセス指示）があった場合にランダムアクセス処理を行うようにする。尚、ここで
示したセキュリティ機能が設定されたコンポーネントキャリアとは、セキュリティ機能が
設定された上りリンクコンポーネントキャリアでも良いし、セキュリティ機能が設定され
た下りリンクコンポーネントキャリアとリンク関係にある上りリンクコンポーネントキャ
リアでも良い。
【００７９】
　このようにすることで、セキュリティ機能を設定されたコンポーネントキャリア以外で
は、基地局装置がランダムアクセスを管理できるので、無駄なランダムアクセスは発生し
ない。また、移動局装置も自移動局装置が決定するランダムアクセスはセキュリティ機能
を設定されたコンポーネントキャリアのみになるのでランダムアクセス処理は複雑になら
ない。
【００８０】
　移動局装置１－１と基地局装置３の動作を説明する。
　移動局装置１－１は、セルサーチを行い、通信可能な基地局装置を探す。基地局装置３
の１つのコンポーネントキャリアを見つけ、このコンポーネントキャリアから報知情報を
取得する。そして、移動局装置１－１は、報知情報に含まれるランダムアクセスに関する
情報を使用して、基地局装置３に初期アクセスのためのランダムアクセスを行う。基地局
装置３から送信タイミング情報を含んだランダムアクセスレスポンスを取得し、送信タイ
ミングを設定して、メッセージ３を送信する。尚、このメッセージ３に初期アクセスを示
した内容を含めてメッセージ３を送信する。ランダムアクセス手順が完了後、移動局装置
１－１は、基地局装置３からセキュリティに関する情報や利用するコンポーネントキャリ
ア及び利用するコンポーネント毎の設定情報（ランダムアクセスに関する情報を含む）な
どの各種設定情報を取得し、取得した情報を設定する。この後、移動局装置１－１と基地
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局装置３との間で複数のコンポーネントキャリアを用いてユーザーデータのやり取りがさ
れる。
【００８１】
　移動局装置１－１は、一定期間内にデータ送信ないと上りリンク同期が外れた（上りリ
ンクの送信タイミングが有効でない）状態になる。移動局装置１－１に新たに送信データ
が発生した場合、移動局装置１－１は、スケジューリングリクエストとしてランダムアク
セスを実行する。この時、移動局装置１－１は、ランダムアクセスで使用するコンポーネ
ントキャリアにセキュリティ機能が設定されたコンポーネントキャリアを選択する。そし
て、セキュリティ機能が設定されたコンポーネントキャリアのランダムアクセスに関する
情報を使用して、１つのランダムシーケンスを選択し、ランダムアクセスプリアンブルを
生成して、ランダムアクセスプリアンブルを基地局装置３に送信し、ランダムアクセスを
行う。
【００８２】
　尚、上りリンク同期している（送信タイミングが有効である）状態であっても、上りリ
ンクの無線リソース（上りリンク共用チャネルＰＵＳＣＨ）が割り当てられていない場合
などは、セキュリティ機能が設定されたコンポーネントキャリアのみでスケジューリング
リクエストとして、同様にランダムアクセスを行うことは可能である。
【００８３】
　セキュリティ機能が設定されていないその他のコンポーネントキャリアでは、移動局装
置１－１は、基地局装置３から下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨでランダムアクセス指
示情報を受信した場合のみ、上りリンク同期している、または、上りリンク同期していな
いに関わらず、指示があったコンポーネントキャリアでランダムアクセスを行う。尚、ラ
ンダムアクセスは、ランダムアクセス指示情報で指定されたシーケンスを使用して実行さ
れる。セキュリティ機能が設定されているコンポーネントキャリアにおいても、同様に基
地局装置３からランダムアクセス指示情報を受信した場合、ランダムアクセスを行う。
【００８４】
　尚、移動局装置１－１が、スケジューリングリクエストとしてのランダムアクセス手順
の処理中に基地局装置３からランダムアクセス指示情報を受信した場合、実行中のランダ
ムアクセス処理を継続して、基地局装置３からのランダムアクセス指示情報を無視するか
、実行中のランダムアクセス処理を中止して、基地局装置３からのランダムアクセス指示
情報に従ってランダムアクセスを行う。また、基地局装置３からのランダムアクセス指示
情報からのランダムアクセス処理中に別のコンポーネントキャリアでのランダムアクセス
指示情報を受信した場合、最初のランダムアクセス指示を優先させ、後のランダムアクセ
ス指示情報を無視する。このように移動局装置１－１は、複数のランダムアクセス処理を
同時に実行しないようにして、ランダムアクセス処理を複雑にさせないようにする。
【００８５】
　基地局装置３は、ランダムアクセスプリアンブルを受信すると、ランダムアクセスプリ
アンブルから移動局装置１－１の送信タイミングを算出し、ランダムアクセスレスポンス
で送信タイミングを通知する。そして、ランダムアクセス処理後、移動局装置１－１は、
初期アクセスであるから、セキュリティに関する情報や利用するコンポーネントキャリア
に関する情報などの各種設定情報を通知する。この後、基地局装置３と移動局装置１－１
との間でユーザーデータのやり取りがされる。
【００８６】
　基地局装置３は、移動局装置１－１の上りリンク同期が外れている状態で移動局装置１
－１に対する下りリンクデータが発生した場合や未使用のコンポーネントキャリアを使用
してデータの送受信を行なう場合、移動局装置１－１にランダムアクセス指示を行なう。
この時、使用するコンポーネントキャリア番号、使用するシーケンスの番号などを含めた
ランダムアクセス指示情報を下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨで移動局装置１－１に通
知する。そして、移動局装置１－１からのランダムアクセスプリアンブルを受信した場合
、受信したランダムアクセスプリアンブルから移動局装置１－１の送信タイミングを算出
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し、ランダムアクセスレスポンスで送信タイミングを通知する。
【００８７】
　このようにすることで、無駄なランダムアクセスは発生しない。また、移動局装置は、
同時にランダムアクセス処理を行なう必要がないので、移動局装置のランダムアクセス処
理は複雑にならない。
【００８８】
（実施例２）
　[構成説明]
　図１０は、本発明の実施形態に係る移動局装置の構成を示す図である。移動局装置１－
１～１－３は、無線部１０１、送信処理部１０３－１～１０３－３、受信処理部１０５－
１～１０５－３、送信データ制御部１０７、スケジューリング部１０９、制御データ抽出
部１１１、ランダムアクセスプリアンブル生成部１１３、送信タイミング調整部１１５－
１～１１５－３から構成される。スケジューリング部１０９は、制御データ作成部１１７
、制御データ解析部１１９、ＵＬスケジューリング部１２１、ランダムアクセス管理部１
２３、上りリンク制御チャネル管理部１２５から構成される。また、本実施例では、コン
ポーネントキャリアが３つある場合の例を示している為、送信処理部、受信処理部、送信
タイミング調整部を３個ずつ持つ構成にしている。尚、無線部１０１、送信処理部１０３
－１～１０３－３、受信処理部１０５－１～１０５－３、送信データ制御部１０７、制御
データ抽出部１０９、ランダムアクセスプリアンブル生成部１１３、送信タイミング調整
部１１５－１～１１５－３の動作は、図８で示した移動局装置の動作と同じであるので説
明は省略する。
【００８９】
　スケジューリング部１０９は、ＵＬスケジューリング部１２１、制御データ解析部１１
９、制御データ作成部１１７、ランダムアクセス管理部１２３、上りリンク制御チャネル
管理部１２５から構成され、制御データ作成部１１７は、制御データを作成し、制御デー
タ抽出部１１１が受信した下りリンクのデータの応答を作成する。制御データ解析部１１
９は、制御データ抽出部１１１からのデータを解析し、上りリンクデータのスケジューリ
ング情報はＵＬスケジューリング部１２１に渡し、基地局装置３から報知されるランダム
アクセスに関する情報（ランダムアクセスチャネルＲＡＣＨの配置情報、ランダムアクセ
スプリアンブル生成情報など）や初期アクセス時に通知されるランダムアクセスに関する
情報や基地局装置３からのランダムアクセス指示情報やランダムアクセスレスポンスのメ
ッセージ内容をランダムアクセス管理部１２３およびランダムアクセスプリアンブル生成
部１１３に渡す。また、基地局装置３からの上りリンク制御チャネル割り当て情報を上り
リンク制御チャネル管理部１２５に渡し、セキュリティに関する情報をランダムアクセス
管理部１２３と送信データ制御部１０７と制御データ抽出部１１１と上位層に渡す。尚、
セキュリティに関する情報は、データの暗号化に用いられ（例えば、暗号鍵など）、１つ
のコンポーネントキャリアを基準に設定される。データの暗号化にはコンポーネントキャ
リアの物理情報も使用するため、セキュリティに関する情報は、１つのコンポーネントキ
ャリアを基準に設定されるようになっている。尚、データの暗号化は、基地局装置３から
割り当てられたコンポーネントキャリア全てで適用される。
【００９０】
　ＵＬスケジューリング部１２１は、上りリンクデータのスケジューリング情報をもとに
送信データ制御部１０７を制御する。また、上位層からのスケジューリング情報を元にラ
ンダムアクセス管理部にランダムアクセスを指示する。上りリンク制御チャネル管理部１
２５は、基地局装置３から割り当てられた下りリンクデータの応答送信用の上りリンク制
御チャネルＰＵＣＣＨの無線リソースや下りリンクの無線伝搬路情報（ＣＱＩ：Ｃｈａｎ
ｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）送信用の上りリンク制御チャネルＰＵＣ
ＣＨの無線リソースやスケジューリングリクエスト送信用の上りリンク制御チャネルの無
線リソースを管理する。そして、上りリンクの送信タイミングが有効な期間が過ぎた場合
、割り当てられた上りリンク制御チャネルＰＵＣＣＨの無線リソースを解放する。また、
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上りリンク制御チャネル管理部１２５は、上りリンク制御チャネルＰＵＣＣＨが設定され
ているコンポーネントキャリアの情報をランダムアクセス管理部１２３に通知する。
【００９１】
　ランダムアクセス管理部１２３は、コンポーネントキャリア毎のランダムアクセスに関
する情報とセキュリティに関する情報と上りリンク制御チャネルの設定情報を管理する。
ランダムアクセス管理部１２３は、ランダムアクセスを行なう場合、ランダムアクセスプ
リアンブルを送信するコンポーネントキャリアをセキュリティ関する情報と上りリンク制
御チャネルＰＵＣＣＨの設定情報から決定する。そして、決定したコンポーネントキャリ
アのランダムアクセスに関する情報と受信処理部１０５から渡された下りリンクの無線伝
搬路特性情報とメッセージ３の送信データサイズを元にランダムアクセスで使用するシー
ケンスをランダムに選択し、ランダムアクセスプリアンブル生成部１１３に選択したコン
ポーネントキャリア番号とシーケンス番号（プリアンブル番号）を通知する。尚、ランダ
ムアクセスの詳細は後述する。
【００９２】
　そして、制御データ解析部１１９から渡されたランダムアクセスレスポンスの内容を確
認し、送信したランダムアクセスプリアンブルのプリアンブル番号を検出した場合、送信
タイミング情報をランダムアクセスしたコンポーネントキャリアに対応した送信タイミン
グ調整部１１５－１～１１５－３のいずれかに渡し、割り当てられた無線リソース情報を
ＵＬスケジューリング部１２１に渡す。そして、コンテンションレゾリューションメッセ
ージを確認するとランダムアクセスを終了する。また、制御データ解析部１１９から渡さ
れたランダムアクセス指示情報から使用するコンポーネントキャリア番号とシーケンス番
号（プリアンブル番号）とランダムアクセスチャネル番号を抽出し、ランダムアクセスプ
リアンブル生成部１１３にコンポーネントキャリア番号とシーケンス番号（プリアンブル
番号）を渡す。
【００９３】
　　図１１は、本発明の実施形態に係る基地局装置３の構成図を示す。基地局装置３は、
データ制御部２０１、送信処理部２０３－１～２０３－３、スケジューリング部２０５（
基地局側スケジューリング部）、受信処理部２０７－１～２０７－３、制御データ抽出部
２０９、プリアンブル検出部２１１－１～２１１－３、無線部２１３から構成される。ス
ケジューリング部２０５は、ＤＬスケジューリング部２１５、ＵＬスケジューリング部２
１７、制御データ作成部２１９、ランダムアクセス管理部２２１、上りリンク制御チャネ
ル管理部２２３から構成される。また、本実施例では、コンポーネントキャリアが３つあ
る場合の例を示している為、送信処理部、受信処理部、プリアンブル検出部を３個ずつ持
つ構成にしている。尚、無線部２１３、送信処理部２０３－１～２０３－３、受信処理部
２０７－１～２０７－３、データ制御部２０１、制御データ抽出部２０９、プリアンブル
検出部２１１－１～２１１－３の動作は、図９で示した移動局装置の動作と同じであるの
で説明は省略する。
【００９４】
　スケジューリング部２０５は、下りリンクのスケジューリングを行なうＤＬスケジュー
リング部２１５と上りリンクのスケジューリングを行なうＵＬスケジューリング部２１７
、制御データ作成部２１９、ランダムアクセス管理部２２１、上りリンク制御チャネル管
理部２２３から構成さる。
【００９５】
　ＤＬスケジューリング部２１５は、移動局装置１－１から通知される下りリンクの無線
伝搬路情報や上位層からの通知される各ユーザーのデータ情報や制御データ作成部２１９
で作成される制御データから下りリンクの各チャネルにユーザーデータおよび制御データ
をマッピングする為のスケジューリングを行なう。ＵＬスケジューリング部２１７は、受
信処理部２０７からの上りリンクの無線伝搬路推定結果と移動局装置１－１からの無線リ
ソース割り当て要求から上りリンクの各チャネルにユーザーデータをマッピングする為の
スケジューリングを行ない、スケジューリング結果を制御データ作成部２１９と受信処理
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部２０７に渡す。また、プリアンブル検出部２１１からランダムアクセスプリアンブルを
検出したことが通知された場合、上りリンク共用チャネルＰＵＳＣＨを割り当てて、割り
当てた上りリンク共用チャネルＰＵＳＣＨとプリアンブル番号（シーケンス番号）を制御
データ作成部２１９に通知する。
【００９６】
　ランダムアクセス管理部２２１は、移動局装置１－１にランダムアクセスを実行させる
場合に、専用シーケンス（専用プリアンブル）があるかどうか確認し、専用シーケンスが
ある場合、専用シーケンスを１つ選択し、選択した専用シーケンスが利用できるランダム
アクセスチャネルＲＡＣＨの位置を選択し、選択した専用シーケンス番号とランダムアク
セスチャネル番号と選択した専用シーケンスとランダムアクセスチャネルに対応した下り
リンクコンポーネントキャリアの情報（コンポーネントキャリア番号）と移動局装置のＣ
－ＲＮＴＩ（移動局装置識別情報）を制御データ作成部に渡す。専用シーケンス（専用プ
リアンブル）がない場合、専用シーケンス番号とランダムアクセスチャネル番号とコンポ
ーネントキャリア番号を固定の値（例えば、全て０の値）にして制御データ作成部に渡す
。尚、ここで指定するランダムアクセスチャネル番号は、移動局装置選択可能なランダム
アクセスチャネルの位置を示す情報で、例えば、一定周期（例えば１フレーム毎）に割り
当てたランダムアクセスチャネルＲＡＣＨ位置の情報である。
【００９７】
　制御データ作成部２１９は、下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨに配置される制御デー
タや下りリンクＰＤＳＣＨに配置される制御データを作成する。スケジューリング情報を
含んだ制御メッセージ、上りリンクデータのＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ランダムアクセスチャネ
ル位置に関する情報やシーケンス情報とシーケンスグループに関する情報などのランダム
アクセスに関する情報を含む報知情報メッセージ、利用するコンポーネントキャリアの設
定情報（ランダムアクセスに関する情報を含む）を含んだ初期設定メッセージ、セキュリ
ティに関する情報を含んだセキュリティメッセージ、プリアンブル番号や送信タイミング
情報やスケジューリング情報を含んだランダムアクセスレスポンスメッセージ、コンテン
ションレゾリューションメッセージ、専用シーケンス番号とランダムアクセスチャネル番
号とコンポーネントキャリア番号を含んだランダムアクセス指示メッセージ、上りリンク
制御チャネルＰＵＣＣＨの割り当て情報を含んだ制御チャネル割り当てメッセージなどの
制御データを作成する。また、制御データ作成部２１９は、上位層から渡されたセキュリ
ティに関する情報からセキュリティメッセージを作成し、セキュリティに関する情報をデ
ータ制御２０１と制御データ抽出部２０９に渡す。
【００９８】
　上りリンク制御チャネル管理部２２３は、上りリンク制御チャネルＰＵＣＣＨの無線リ
ソースを管理し、移動局装置１－１に上りリンク制御チャネルＰＵＣＣＨの割り当てを行
い、割り当て情報を制御データ作成部に渡す。
【００９９】
　[動作説明]
　各移動局装置への上りリンク制御チャネルＰＵＣＣＨの割り当ては、セキュリティ情報
の割り当てと同様に１つのコンポーネントキャリアに対して割り当てられる。ここでは、
上りリンク制御チャネルＰＵＣＣＨが割り当てられたコンポーネントキャリアでのみでス
ケジューリングリクエストのランダムアクセスを行なう例を示す。
【０１００】
　移動局装置１－１と基地局装置３の動作を説明する。
　移動局装置１－１は、セルサーチを行い、接続する基地局装置を探す。基地局装置３の
１つのコンポーネントキャリアを見つけ、このコンポーネントキャリアから報知情報を取
得する。そして、移動局装置１－１は、報知情報に含まれるランダムアクセスに関する情
報を使用して、基地局装置３に初期アクセスのためのランダムアクセスを行う。そして、
移動局装置１－１は、基地局装置３から送信タイミング情報を含んだランダムアクセスレ
スポンス情報を取得し、上りリンクの送信タイミングを設定して、メッセージ３を基地局
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装置３に送信する。尚、このメッセージ３に初期アクセスを示した内容を含めてメッセー
ジ３を送信する。ランダムアクセス手順が完了後、移動局装置１－１は、基地局装置３か
らセキュリティに関する情報、上りリンク制御チャネルＰＵＣＣＨの割り当て情報や利用
するコンポーネントキャリア及び利用するコンポーネントキャリア毎の設定情報（ランダ
ムアクセスに関する情報）などの各種設定情報を取得し、取得した情報を設定する。この
後、移動局装置１－１と基地局装置３との間で複数のコンポーネントキャリアを用いてユ
ーザーデータのやり取りがされる。
【０１０１】
　移動局装置１－１は、基地局装置３からの上りリンク共用チャネルＰＵＳＣＨの割り当
てがなくなり、上りリンク同期している（送信タイミングが有効である）状態で新たに上
りリンクの送信データが発生した場合、スケジューリングリクエストとしてランダムアク
セスを実行する。この時、移動局装置１－１は、ランダムアクセスで使用するコンポーネ
ントキャリアに上りリンク制御チャネルＰＵＣＣＨが割り当てられているコンポーネント
キャリアを選択する。そして、上りリンク制御チャネルＰＵＣＣＨが割り当てられている
コンポーネントキャリアのランダムアクセスに関する情報を使用して、１つのランダムシ
ーケンスを選択し、ランダムアクセスプリアンブルを生成して、ランダムアクセスプリア
ンブルを基地局装置３に送信し、ランダムアクセス手順を実行する。
【０１０２】
　また、移動局装置１－１は、一定期間内にデータ送信ないと上りリンク同期が外れた（
上りリンクの送信タイミングが有効でない）状態になり、基地局装置３から割り当てられ
た上りリンク制御チャネルＰＵＣＣＨの無線リソースを解放する。移動局装置１－１に新
たに送信データが発生した場合、移動局装置１－１は、スケジューリングリクエストとし
てランダムアクセスを実行する。この時、移動局装置１－１は、ランダムアクセスで使用
するコンポーネントキャリアにセキュリティ機能が設定されたコンポーネントキャリアを
選択する。そして、セキュリティ機能が設定されたコンポーネントキャリアのランダムア
クセスに関する情報を使用して、１つのランダムシーケンスを選択し、ランダムアクセス
プリアンブルを生成して、ランダムアクセスプリアンブルを基地局装置３に送信し、ラン
ダムアクセス手順を実行する。
【０１０３】
　上りリンク制御チャネルＰＵＣＣＨが割り当てられていないコンポーネントキャリアや
セキュリティ機能が設定されていないその他のコンポーネントキャリアでは、移動局装置
１－１は、基地局装置３から下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨでランダムアクセス指示
情報を受信した場合のみ、上りリンク同期している、または、上りリンク同期していない
に関わらず、指示があったコンポーネントキャリアでランダムアクセスを行う。尚、ラン
ダムアクセスは、ランダムアクセス指示情報で指定されたシーケンスを使用して実行され
る。上りリンク制御チャネルＰＵＣＣＨが割り当てられているコンポーネントキャリアに
おいても、同様に基地局装置３からランダムアクセス指示情報を受信した場合、ランダム
アクセスを行う。
【０１０４】
　尚、移動局装置１－１が、スケジューリングリクエストとしてのランダムアクセス手順
の処理中に基地局装置３からランダムアクセス指示情報を受信した場合、スケジューリン
グリクエストとしてのランダムアクセス処理を継続して、基地局装置３からのランダムア
クセス指示情報を無視するか、スケジューリングリクエストとしてのランダムアクセス処
理を中止して、基地局装置３からのランダムアクセス指示情報に従ってランダムアクセス
を行う。また、基地局装置３からのランダムアクセス指示情報からのランダムアクセス処
理中に別のコンポーネントキャリアでのランダムアクセス指示情報を受信した場合、最初
のランダムアクセス指示を優先させ、後のランダムアクセス指示情報を無視する。このよ
うに移動局装置１－１は、複数のランダムアクセス処理を同時に実行しないようにする。
【０１０５】
　基地局装置３は、ランダムアクセスプリアンブルを受信すると、ランダムアクセスプリ
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アンブルから移動局装置１－１の送信タイミングを算出し、ランダムアクセスレスポンス
で送信タイミングを通知する。そして、ランダムアクセス処理後、移動局装置１－１は、
初期アクセスであるから、ＣＱＩを送信する上りリンク制御チャネルの割り当て情報やセ
キュリティに関する情報や利用するコンポーネントキャリアに関する情報などの各種設定
情報を通知する。この後、基地局装置３と移動局装置１－１との間でユーザーデータのや
り取りがされる。
【０１０６】
　基地局装置３は、移動局装置１－１の上りリンク同期が外れている状態で移動局装置１
－１に対する下りリンクデータが発生した場合や未使用のコンポーネントキャリアを使用
してデータの送受信を行なう場合、移動局装置１－１にランダムアクセス指示を行なう。
この時、使用するコンポーネントキャリア番号、使用するシーケンスの番号などを含めた
ランダムアクセス指示情報を下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨで移動局装置１－１に通
知する。そして、移動局装置１－１からのランダムアクセスプリアンブルを受信した場合
、受信したランダムアクセスプリアンブルから移動局装置１－１の送信タイミングを算出
し、ランダムアクセスレスポンスで送信タイミングを通知する。
【０１０７】
　このようにすることで、無駄なランダムアクセスは発生しない。また、移動局装置は、
同時にランダムアクセス処理を行なう必要がないので、移動局装置のランダムアクセス処
理は複雑にならない。
【０１０８】
（実施例３）
　[構成説明]
　本発明の実施形態に係る移動局装置の構成は図８と同じである。移動局装置１－１～１
－３は、無線部１０１、送信処理部１０３－１～１０３－３、受信処理部１０５－１～１
０５－３、送信データ制御部１０７、スケジューリング部１０９、制御データ抽出部１１
１、ランダムアクセスプリアンブル生成部１１３、送信タイミング調整部１１５－１～１
１５－３から構成される。スケジューリング部１０９は、制御データ作成部１１７、制御
データ解析部１１９、ＵＬスケジューリング部１２１、ランダムアクセス管理部１２３か
ら構成される。また、本実施例では、コンポーネントキャリアが３つある場合の例を示し
ている為、送信処理部、受信処理部、送信タイミング調整部を３個ずつ持つ構成にしてい
る。尚、無線部１０１、送信処理部１０３－１～１０３－３、受信処理部１０５－１～１
０５－３、送信データ制御部１０７、制御データ抽出部１０９、ランダムアクセスプリア
ンブル生成部１１３、送信タイミング調整部１１５－１～１１５－３の動作は、図８で示
した移動局装置の動作と同じであるので説明は省略する。
【０１０９】
　スケジューリング部１０９は、ＵＬスケジューリング部１２１、制御データ解析部１１
９、制御データ作成部１１７、ランダムアクセス管理部１２３から構成される。制御デー
タ作成部１１７は、制御データを作成し、制御データ抽出部１１１が受信した下りリンク
のデータの応答を作成する。制御データ解析部１１９は、制御データ抽出部１１１からの
データを解析し、上りリンクデータのスケジューリング情報はＵＬスケジューリング部１
２１に渡し、基地局装置３からのランダムアクセスに関する情報（ランダムアクセスチャ
ネルＲＡＣＨの配置情報、ランダムアクセスプリアンブル生成情報など）や基地局装置３
からのランダムアクセス指示情報やランダムアクセスレスポンスのメッセージ内容をラン
ダムアクセス管理部１２３およびランダムアクセスプリアンブル生成部１１３に渡す。
【０１１０】
　ＵＬスケジューリング部１２１は、上りリンクデータのスケジューリング情報をもとに
送信データ制御部１０７を制御する。また、上位層からのスケジューリング情報をもとに
ランダムアクセス管理部にランダムアクセスを指示する。
【０１１１】
　ランダムアクセス管理部１２３は、取得したコンポーネントキャリアのランダムアクセ
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スに関する情報を管理する。ランダムアクセス管理部１２３は、ランダムアクセスを行な
う場合、ランダムアクセスプリアンブルを送信するコンポーネントキャリアをランダムア
クセスに関する情報を保持しているコンポーネントキャリアの中から決定する。そして、
決定したコンポーネントキャリアのランダムアクセスに関する情報と受信処理部１０５か
ら渡された下りリンクの無線伝搬路特性情報とメッセージ３の送信データサイズをもとに
使用するシーケンスをランダムに選択し、ランダムアクセスプリアンブル生成部１１３に
選択したコンポーネントキャリア番号とシーケンス番号（プリアンブル番号）を通知する
。尚、ランダムアクセスの詳細は後述する。
【０１１２】
　そして、制御データ解析部１１９から渡されたランダムアクセスレスポンスの内容を確
認し、送信したランダムアクセスプリアンブルのプリアンブル番号を検出した場合、送信
タイミング情報をランダムアクセスしたコンポーネントキャリアに対応した送信タイミン
グ調整部１１５－１～１１５－３のいずれかに渡し、割り当てられた無線リソース情報を
ＵＬスケジューリング部１２１に渡す。そして、コンテンションレゾリューションメッセ
ージを確認するとランダムアクセスを終了する。また、制御データ解析部１１９から渡さ
れたランダムアクセス指示情報から使用するコンポーネントキャリア番号とシーケンス番
号（プリアンブル番号）とランダムアクセスチャネル番号を抽出し、ランダムアクセスプ
リアンブル生成部１１３にコンポーネントキャリア番号とシーケンス番号（プリアンブル
番号）を渡す。
【０１１３】
　尚、移動局装置１－１～１－３が選択するシーケンスをランダムシーケンス（ランダム
プリアンブル）と示し、基地局装置３から指定されるシーケンスを専用シーケンス（専用
プリアンブル）と示す。基地局装置３から使用するコンポーネントキャリアを指定されな
い場合、移動局装置１－１は、ランダムアクセス指示情報を受信した下りリンクコンポー
ネントキャリアに対応した上りリンクコンポーネントキャリアでランダムアクセスを行う
。また、使用するシーケンスを指定されない場合、移動局装置１－１は、ランダムシーケ
ンスからシーケンスを選択する。
【０１１４】
　本発明の実施形態に係る基地局装置３の構成図は、図９と同じである。基地局装置３は
、データ制御部２０１、送信処理部２０３－１～２０３－３、スケジューリング部２０５
（基地局側スケジューリング部）、受信処理部２０７－１～２０７－３、制御データ抽出
部２０９、プリアンブル検出部２１１－１～２１１－３、無線部２１３から構成される。
スケジューリング部２０５は、ＤＬスケジューリング部２１５、ＵＬスケジューリング部
２１７、制御データ作成部２１９、ランダムアクセス管理部２２１から構成される。また
、本実施例では、コンポーネントキャリアが３つある場合の例を示している為、送信処理
部、受信処理部、プリアンブル検出部を３個ずつ持つ構成にしている。尚、無線部２１３
、送信処理部２０３－１～２０３－３、受信処理部２０７－１～２０７－３、データ制御
部２０１、制御データ抽出部２０９、プリアンブル検出部２１１－１～２１１－３の動作
は、図９で示した移動局装置の動作と同じであるので説明は省略する。
【０１１５】
　スケジューリング部２０５は、下りリンクのスケジューリングを行なうＤＬスケジュー
リング部２１５と上りリンクのスケジューリングを行なうＵＬスケジューリング部２１７
、制御データ作成部２１９、ランダムアクセス管理部２２１から構成される。ＤＬスケジ
ューリング部２１５は移動局装置１－１から通知される下りリンクの無線伝搬路情報や上
位層からの通知される各ユーザーのデータ情報や制御データ作成部２１９で作成される制
御データから下りリンクの各チャネルにユーザーデータおよび制御データをマッピングす
る為のスケジューリングを行ない、ＵＬスケジューリング部２１７は、受信処理部２０７
からの上りリンクの無線伝搬路推定結果と移動局装置１－１からの無線リソース割り当て
要求から上りリンクの各チャネルにユーザーデータをマッピングする為のスケジューリン
グを行ない、スケジューリング結果を制御データ作成部２１９と受信処理部２０７に渡す
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。また、プリアンブル検出部２１１からランダムアクセスプリアンブルを検出したことが
通知された場合、上りリンク共用チャネルＰＵＳＣＨを割り当てて、割り当てた上りリン
ク共用チャネルＰＵＳＣＨとプリアンブル番号（シーケンス番号）を制御データ作成部２
１９に通知する。
【０１１６】
　ランダムアクセス管理部２２１は、コンポーネントキャリアの割り当て時に、ランダム
アクセスを許可するコンポーネントキャリアを決定する。そして、許可したコンポーネン
トキャリアのランダムアクセスに関する情報を制御データ作成部に渡す。また、ランダム
アクセス管理部２２１は、移動局装置１－１にランダムアクセスを実行させる場合に、専
用シーケンス（専用プリアンブル）があるかどうか確認し、専用シーケンスがある場合、
専用シーケンスを１つ選択し、選択した専用シーケンスが利用できるランダムアクセスチ
ャネルＲＡＣＨの位置を選択し、選択した専用シーケンス番号とランダムアクセスチャネ
ル番号と選択した専用シーケンスとランダムアクセスチャネルに対応した下りリンクコン
ポーネントキャリアの情報（コンポーネントキャリア番号）と移動局装置のＣ－ＲＮＴＩ
（移動局装置識別情報）を制御データ作成部に渡す。専用シーケンス（専用プリアンブル
）がない場合、専用シーケンス番号とランダムアクセスチャネル番号とコンポーネントキ
ャリア番号を固定の値（例えば、全て０の値）にして制御データ作成部に渡す。尚、ここ
で指定するランダムアクセスチャネル番号は、移動局装置選択可能なランダムアクセスチ
ャネルの位置を示す情報で、例えば、一定周期（例えば１フレーム毎）に割り当てたラン
ダムアクセスチャネルＲＡＣＨ位置の情報である。
【０１１７】
　制御データ作成部２１９は、下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨに配置される制御デー
タや下りリンクＰＤＳＣＨに配置される制御データを作成する。スケジューリング情報を
含んだ制御メッセージ、上りリンクデータのＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ランダムアクセスチャネ
ル位置に関する情報やシーケンス情報とシーケンスグループに関する情報などのランダム
アクセスに関する情報を含む報知情報メッセージ、利用するコンポーネントキャリアの設
定情報（ランダムアクセスに関する情報を含む）を含んだ初期設定メッセージ、セキュリ
ティに関する情報を含んだセキュリティメッセージ、プリアンブル番号や送信タイミング
情報やスケジューリング情報を含んだランダムアクセスレスポンスメッセージ、コンテン
ションレゾリューションメッセージ、専用シーケンス番号とランダムアクセスチャネル番
号とコンポーネントキャリア番号を含んだランダムアクセス指示メッセージなどの制御デ
ータを作成する。
【０１１８】
　[動作説明]
　基地局装置は、複数のコンポーネントキャリアを移動局装置に割り当てて、移動局装置
と通信する場合、基地局装置は、コンポーネントキャリアの割り当て情報と共に各コンポ
ーネントキャリア設定情報（コンポーネントキャリア毎に設定される各物理チャネルのチ
ャネル構成やランダムアクセスに関する情報などコンポーネントキャリア毎に決定される
情報）を移動局装置に通知している。移動局装置は、報知情報から各コンポーネントキャ
リアの設定情報を取得できるが、複数のコンポーネントキャリアが設定された場合、直ぐ
に複数のコンポーネントキャリアを使用して通信を開始できるように、基地局装置がコン
ポーネントキャリア割り当て時にコンポーネントキャリアの設定情報を個別に通知するよ
うにしている。このことから、コンポーネントキャリアの割り当て情報と各コンポーネン
トキャリア設定情報の通知時にコンポーネントキャリア設定情報の内、ランダムアクセス
の必要性のないコンポーネントキャリアに対して、コンポーネントキャリア設定情報にそ
のコンポーネントキャリアのランダムアクセスに関する情報を含めないことでランダムア
クセスを禁止することができる。
【０１１９】
　移動局装置１－１と基地局装置３の動作を説明する。
　移動局装置１－１は、セルサーチを行い、基地局装置３の１つのコンポーネントキャリ
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アを見つけ、このコンポーネントキャリアから報知情報を取得する。そして、移動局装置
１－１は、報知情報に含まれるランダムアクセスに関する情報を使用して、基地局装置３
に初期アクセスのためのランダムアクセスを行う。そして、移動局装置１－１は、基地局
装置３から送信タイミング情報を含んだランダムアクセスレスポンス情報を取得し、上り
リンクの送信タイミングを設定して、メッセージ３を基地局装置３に送信する。尚、この
メッセージ３に初期アクセスを示した内容を含めてメッセージ３を送信する。ランダムア
クセス手順が完了後、移動局装置１－１は、基地局装置３から利用するコンポーネントキ
ャリアとランダムアクセスを許可されたコンポーネントキャリアを通知される。そして、
利用するコンポーネントキャリアのランダムアクセスに関する情報を除いたコンポーネン
トキャリア設定情報とランダムアクセスが許可されたコンポーネントキャリアのランダム
アクセスに関する情報を含んだコンポーネントキャリア設定情報などの各種設定情報を取
得し、取得した情報を設定する。この後、移動局装置１－１と基地局装置３との間で複数
のコンポーネントキャリアを用いてユーザーデータのやり取りがされる。
【０１２０】
　移動局装置１－１は、基地局装置３からの上りリンク共用チャネルＰＵＳＣＨの割り当
てがなくなり、上りリンク同期している（送信タイミングが有効である）状態、または、
上りリンク同期していない（送信タイミングが有効でない）状態で新たに上りリンクの送
信データが発生した場合、スケジューリングリクエストとしてランダムアクセスを実行す
る。この時、移動局装置１－１は、ランダムアクセスで使用するコンポーネントキャリア
にランダムアクセスを許可されたコンポーネントキャリアを選択する。そして、ランダム
アクセスを許可されたコンポーネントキャリアのランダムアクセスに関する情報を使用し
て、１つのランダムシーケンスを選択し、ランダムアクセスプリアンブルを生成して、ラ
ンダムアクセスプリアンブルを基地局装置３に送信し、ランダムアクセス手順を実行する
。尚、ランダムアクセスを許可されたコンポーネントキャリアが複数ある場合、ランダム
に使用するコンポーネントキャリアを選択する。また、コンポーネントキャリアの通信状
態などを考慮して使用するコンポーネントキャリアを選択しても良い。
【０１２１】
　移動局装置１－１が基地局装置３から下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨでランダムア
クセス指示を受信した場合、ランダムアクセス指示で示されたコンポーネントキャリアが
ランダムアクセスを許可されたコンポーネントキャリアであれば、移動局装置１－１は、
ランダムアクセス指示の内容に従って、ランダムアクセスを行なう。尚、ランダムアクセ
スを許可されていないコンポーネントキャリアであれば、ランダムアクセス指示があって
もランダムアクセスを行なわない。
【０１２２】
　尚、移動局装置１－１が、スケジューリングリクエストとしてのランダムアクセス手順
の処理中に基地局装置３からランダムアクセス指示情報を受信した場合、スケジューリン
グリクエストとしてのランダムアクセス処理を継続して、基地局装置３からのランダムア
クセス指示情報を無視するか、スケジューリングリクエストとしてのランダムアクセス処
理を中止して、基地局装置３からのランダムアクセス指示情報に従ってランダムアクセス
を行う。また、基地局装置３からのランダムアクセス指示情報からのランダムアクセス処
理中に別のコンポーネントキャリアでのランダムアクセス指示情報を受信した場合、最初
のランダムアクセス指示を優先させ、後のランダムアクセス指示情報を無視する。このよ
うに移動局装置１－１は、複数のランダムアクセス処理を同時に実行しないようにする。
【０１２３】
　基地局装置３は、ランダムアクセスプリアンブルを受信すると、ランダムアクセスプリ
アンブルから移動局装置１－１の送信タイミングを算出し、ランダムアクセスレスポンス
で送信タイミングを通知する。そして、ランダムアクセス処理後、移動局装置１－１は、
初期アクセスであるから、利用するコンポーネントキャリアと利用するコンポーネントキ
ャリアの内でランダムアクセスを許可するコンポーネントキャリアを通知し、更に、利用
するコンポーネントキャリアのランダムアクセスに関する情報を除いたコンポーネントキ
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ャリア設定情報とランダムアクセスを許可するコンポーネントキャリアのランダムアクセ
スに関する情報を含んだコンポーネントキャリア設定情報などの各種設定情報を通知する
。この後、基地局装置３と移動局装置１－１との間でユーザーデータのやり取りがされる
。
【０１２４】
　基地局装置３は、移動局装置１－１の上りリンク同期が外れている状態で移動局装置１
－１に対する下りリンクデータが発生した場合や未使用のコンポーネントキャリアを使用
してデータの送受信を行なう場合、移動局装置１－１にランダムアクセス指示を行なう。
この時、使用するコンポーネントキャリア番号、使用するシーケンスの番号などを含めた
ランダムアクセス指示情報を下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨで移動局装置１－１に通
知する。そして、移動局装置１－１からのランダムアクセスプリアンブルを受信した場合
、受信したランダムアクセスプリアンブルから移動局装置１－１の送信タイミングを算出
し、ランダムアクセスレスポンスで送信タイミングを通知する。
【０１２５】
　このようにすることで、無駄なランダムアクセスは発生しない。また、移動局装置は、
同時にランダムアクセス処理を行なう必要がないので、移動局装置のランダムアクセス処
理は複雑にならない。尚、本実施例では、ランダムアクセスに関する情報を通知しないこ
とで、ランダムアクセスを禁止するコンポーネントキャリアとしたが、全コンポーネント
キャリアのランダムアクセスに関する情報を通知しておき、別にコンポーネントキャリア
別にランダムアクセスを許可する／許可しないを示す情報を通知しても良い。このように
することで、基地局装置は、移動局装置にランダムアクセスを許可または禁止することを
自由に設定することができる。
【０１２６】
　以上、図面を参照してこの発明の一実施形態について詳しく説明してきたが、具体的な
構成は上述のものに限られることはなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲内において様
々な設計変更等をすることが可能である。
【０１２７】
　また、説明の便宜上、実施形態の移動局装置１－１及び基地局装置３を機能的なブロッ
ク図を用いて説明したが、移動局装置１－１及び基地局装置３の各部の機能またはこれら
の機能の一部を実現するためのプログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録
して、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータシステムに読み込ませ、実行
することにより移動局装置や基地局装置の制御を行なっても良い。なお、ここでいう「コ
ンピュータシステム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。
【０１２８】
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気
ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハー
ドディスク等の記憶装置のことをいう。さらに、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体
」とは、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを
送信する場合の通信線のように、短時間の間、動的にプログラムを保持するもの、その場
合のサーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリのように、一
定時間プログラムを保持しているものも含むものとする。また上記プログラムは、前述し
た機能の一部を実現するためのものであっても良く、さらに、前述した機能をコンピュー
タシステムに既に記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるものであっても
良い。
【０１２９】
　また、上記各実施形態に用いた各機能ブロックは、典型的には集積回路であるＬＳＩと
して実現してもよい。各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部または全部を
集積してチップ化してもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回路または
汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替する集積
回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能である。
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【０１３０】
　以上、この発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も特許請
求の範囲に含まれる。
 
【符号の説明】
【０１３１】
１－１～１－３　移動局装置
３　基地局装置
１０１、２１３　無線部
１０３－１～１０３－３、２０３－１～２０３－３　送信処理部
１０５－１～１０５－３、２０７－１～２０７－３　受信処理部
１０９、２０５　スケジューリング部
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